A resected case of renal cell carcinoma with metastasis to pancreas by 岡, 裕也 et al.
Title膵転移を伴った腎細胞癌の1手術例
Author(s)岡, 裕也; 畑山, 忠; 滝, 洋二; 上山, 秀麿; 飛田, 収一; 野口,雅滋










岡 裕也,畑 山 忠,滝 洋二
上 山 秀 麿,飛 田 収一
京都市立病院外科(主任:向原純雄)
野 口 雅 滋
A RESECTED CASE OF RENAL CELL CARCINOMA 
     WITH METASTASIS TO PANCREAS
Hiroya Oka, Tadashi Hatayama, Yoji Taki, Hidemaro Ueyama and Shuich Hida 
                   From the Department of Urology, Kyoto City Hospital 
                         Masayoshi Noguchi 
                   From the Department of Surgery,KyotoCity Hospital
   We report a case of renal cell carcinoma with metastasis to the pancreas, treated by radical 
nephrectomy and total pancreatectomy. A 56-year-old man visited our  hospital because of macro-
hematuria and right low backache. An intravenous pyelography, ultrasonography and a CT scan 
of the abdomen revealed right renal tumor at the upper portion, about 11 cm in diameter, but no 
abnormal findings of the pancreas. Aortic and celiac angiograms demonstrated multifocal lesions, 
1 or 2 cm in size, compatible with a metastatic tumor in the region of the pancreas. 
   The patient underwent right radical nephrectomy and open biopsy of the pancreas. The right 
renal tumor was histologically revealed to be renal cell carcinoma without nodal or venous exten-
sion. Histological examination of the pancreas biopsy specimen confirmed it to be a renal cell 
carcinoma metastatic to the pancreas. Therefore, he underwent total pancreatectomy 1 month after 
the previous surgery. Three months after the second surgery, a CT scan of the brain revealed 
metastasis to the pituitary gland. He is still under therapy.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1531-1534, 1991)























℃.顔色 眼瞼結膜やや貧血様.表 在性 リンパ節腫脹
認めず.胸 腹部理学的所見に特に異常認めず,




血 液 生 化 学 検 査;RBC399×104/mm3,Hb10.8g/dl
Ht33.8%,1'LT31.1xIUA/mm3,Wi3C10,700/,
mm3(好 中 球52.8%,リ ンパ球36.4%,単球3.0%,










画 像 所 見=DIP;右 腎上 方 に 腎 孟 腎 杯系 の圧 排 偏 位
を伴 う径llcmの 巨大 なSOLの 存 在 を認 め た.
腹 部 エ コー;左 腎腫 瘤 は 内部 に 一 部10wechoicな
部分 の 混在 す る充 実 性腫 瘤 で あ った.肝,膵,リ ンパ
節等 に特 に 異 常 は認 め なか った.
胸 部X線;転 移 性 所 見 等 の異 常 は認 め ず.
全 身骨 シ ンチ グ ラ フ ィー;転 移 性所 見 認 めず.
腹 部CT;右 腎 に,一 部 内 部壊 死 を 伴 う径 約Ilcm
の 巨 大 な腫 瘍 像 を 認 め,造 影 剤 に よ る増 強 効 果 を 伴 っ
た.肝,腰 筋 群 等周 囲へ の浸 潤 傾 向 は な く,ま た リン
パ節 転 移 や 腎 静 脈,下 大 静 脈 へ の腫 瘍 塞栓 像 も認 め な
か った.肝 臓,膵 臓 等 に も 異 常 は み ら れ な か っ た
(Fig.1).
血 管造 影;腎 動脈 造 影 では 血 管 新 生像 や 腫 瘍 濃 染 像
を認 め腎 細 胞 癌 と診 断 され た.ま た,大 動 脈 造 影 お よ
び腹 腔 動 脈 造 影 で は,動 脈 相 後 期 に 膵頭 部 か ら膵 尾 部
に一 致 して,禰 慢性 に径1～2cm程 度 の多 発 性 濃 染
像 を認 め,膵 転移 が強 く疑 わ れ た(Fig。2),
臨 床 経 過:以 上 の所 見 よ り,右 腎細 胞 癌 お よび 同 膵
転移 の疑 い の も と,1990年6月28日,経腹 的 右 根 治 的
腎摘 術 お よび 膵 生 検 を施 行 した.膵 臓 に 関 して は,転
移 性 腫 瘍 が 最 も疑わ れ た が そ の原 発 巣が 腎 細 胞 癌 で あ
る とい う確 診 が な い こ と,他 の病 変 の 可能 性 も完 全 に
は否 定 で きな い こ と,お よび 手 術 侵 襲 が大 き くな る こ
と等 の理 由 か ら生検 に と どめ た.
腹 部 正 中 切Per:.て開 腹.術 中 所 見 で は 腹 水 な く,
肝,小 腸,大 腸 等 の腹 腔 内臓 器 に 異 常 は 認 め な か っ
た.膵 は,全 体 に わ た り表 面 に 大 豆 大 か ら小 豆 大 で 弾
性硬 の小 結 節 を 認 め た.右 腎 腫 瘍 は 径10Cm超 大 と
大 きか った が,周 囲臓 器へ の浸 潤 傾 向 は な く,ま た 肉
眼上 明 らか な リンパ節 腫 脹 や 腎 静 脈,下 大静 脈 へ の腫
瘍 塞栓 も認 め な か った.右 腎 摘 後 に,膵 尾 部 の小 結 節













































胞癌の膵転移であった.ま た,周 囲の リンパ節にはい
ずれも転移所見は認めなかった.
患者は,術後3ヵ 月 目めまい,悪心のため施行 した
頭部CTに て下垂体部に腫瘍がみられ,原 発性下垂体
腫瘍の診断にてll月14日開頭手術が施行された.し か







への転移は11.6%にみ られた としている.一方 腎細
胞癌の転移部位に関 して,大 越 ら2)は409例の剖検例
















は年齢は43歳～7臓,男 女比 は男=女=5:5で あ
る。腎細胞癌の患側は右側が5例,左 側が2例,両 側
が3例 となっている.また,原発巣と膵転移が同時期



















































































( 本症例 56M右 全体 ・多発 右 腎摘+TP(同 時) 一3カ 月後 脳転移)
PD:膵頭 十二指腸切 除術TP=膵 全摘術DP:膵 体尾部脾切 除術
1534 泌尿紀要37巻H号1991年
より異常が発見されることも多いが,通常は超音波や
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